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天皇の視覚的支配と，近代の京都。京都における天皇制の表象と，東京遷都からの復興と再構築をテーマ
にし，第四回内国勧業博覧会と平安遷都千百年紀念祭が行われた 1895（明治 28）年を通じて，これらのイベ
ントと天皇行幸が，天皇制支配を視覚化し，天皇の名の下に民衆を秩序付ける過程を追いながら，京都独自
の天皇制の象徴的意味合いの表出，また「伝統」と天皇制の関わり，そして観光
・ ・
都市
・ ・
京都という都市整備の
方向性の現れを考察する。 
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明治維新以降，明治新政府はそれまでの徳川体制
に代わる，新たな統一国家の支配権力として天皇を
担ぎ，一般民衆に天皇の存在と権威を浸透させるこ
とによって，その政治体制としての正当性を維持し，
近代国家としての国家機構を整えていった。この 19
世紀末から 20 世紀初頭にかけての天皇を頂点とす
る支配体制の形成期において，天皇中心の時間軸，
空間軸が組み込まれ，天皇制が明治以降の日本とい
う国家全体を規定することになる。本論では，この
天皇制という支配体制が創り出した空間に焦点をあ
て，天皇制が「目に見えるモノ」としてどのように
演出され，「記憶の場」となっていったのかに注目し
たい。 
調査対象地域は京都である。近代的統一国家へと
向かう過程の中で政府は，天皇行幸を通して地方を
統合し，国民を統合した。行幸は産業振興事業と組
み合わさる形で行われ，産業振興を天皇の視覚化が
体現し支えることで，地方の国民と国土の統合が図
られる。本論では，明治維新以降もはや一地方都市
となった京都において，こうした統合の過程がどの
ようにして現れたのか，単なる一地方都市としてで
はなく，京都独自の天皇制の表出と産業振興のあり
方が意図されたのではないか，という問題設定の下
で京都を扱う。そして，京都において天皇制の象徴
的意味がどのように表出し，機能したか。それが京
都という場所の構築にどう影響したのか考察してい
きたい。 
 
 
I「記憶の場」 
 
1）天皇の可視化 
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徳川体制下，更には明治初期に至るまで，天皇は
大多数の民衆の中にあっては，俗信の対象の一部に
すぎないほど影が薄く，存在すらも知られていなか
った 1)。しかし，明治維新により将軍から天皇へと
権力の主体が代わることになる。明治新政府は，そ
の存在基盤としての天皇を民衆生活の中心に浸透さ
せ，支配権力として機能させることで，国内的にも，
また対外的にも，自らの支配の正当性を維持し，近
代的統一国家を形成しようとした。 
 
日本の指導者たちは国民や世界に対して，「ミカド崇拝
や日本崇拝」といった「新しい日本の宗教」が古代に由
来するものだと納得させようとしているが，実際にはこ
れらのものは極めて近代的な産物である。…というのも，
その宗教のなかでは以前から存在する考えがふるいにか
けられたり，変形させられたり，新規に組み合わされた
り，違った用途に使用されたり，新しい重心を見出した
りしたからである。…それはまだ政府の指導者たちの手
によって，彼らの，さらには国民全体の利益となるべく，
意識的もしくは半意識的に作り上げられる過程にある。
（Ｂ･Ｈ･チェンバレン，1912，6 頁）2) 
 
チェンバレンが指摘するように，「ミカド崇拝や
日本崇拝」という支配のイデオロギーを大久保利通
や岩倉具視ら，新政府の指導者は作り上げ，「唯一の
支配者，唯一の正当性を与える聖的秩序，唯一の支
配的記憶」（フジタニ，1994，17 頁）としての天皇
像を求めた。そうした天皇像の形成は，単なる言葉・
言説によるイデオロギーのような抽象的で，観念的
なものではなく，行幸を通じて天皇の生身の身体を
視覚的，具体的に意識させることにより，訪れた地
域の広範の人々に「臣民」であることを実感させ，
国民統合を図った（原，2001，11 頁）という点に
おいて注目すべきである。また，生身の天皇という
直接的な視覚だけでなく，場所やモノを通じて意識
させられる天皇という間接的な視覚化も考えられ，
こうした可視性の関係を天皇と国民の双方に築き上
げたのが明治期の支配体制であった 3)。 
 
2）近代日本の行幸 
では，まず「眼に見える生身の天皇」はどのよう
に現れたのだろうか。原（2001）の時期区分による
と，江戸期には既に視覚的支配が成立していたとし，
これを第一段階と捉え，明治期の天皇の視覚的支配
は，徳川体制の「遺産」を半ば継承した，近世から
近代日本に通底する支配様式であると認識されてい
る。本論ではそれを踏まえた上で第一段階とし，以
下第三段階まで原の区分を要約してみたい（2001，
13-22 頁）。 
 
（a）維新改革期 
徳川体制が崩壊した直後の様々な改革が意図され
た時期にあたる。天皇は御所のあった京都を離れて
大阪に向かい，二度にわたる東京行幸（東幸）を行
った。この時期の行幸は，天皇が徳川期の将軍と同
じように，鳳輦
ほうれん
（輿
こし
）の中に入ったきりで，人々か
ら直接見られていたわけでない。東幸を描いた錦絵
でも鳳輦こそ描かれているものの，天皇の姿は見え
ていない。 
 
（b）1872（明治 5）年から 1890（明治 23）年 
北海道，東北，関東甲信越，北陸，東海，近畿，
山陽などの地方を巡幸した。支配の主体が将軍や大
名から天皇に替わりながら，全国規模の視覚的支配
が復活する 4)。これら地方への行幸の目的は，天皇
という新しい支配者が，それぞれの地域の民情を実
地に視察することにあり，できて間もない県庁や裁
判所，学校，軍事施設，工場，鉱山，寺社などを回
り，また，沿道でも行列を止め，農作業や漁の様子
を見た。この時期に，天皇が一般の人々の前に姿を
さらしながら，彼らを見ているという，いわゆる「天
覧」が始まる。人々もまた，等身大の天皇を見てい
たし，生身の天皇の具体的な視線を意識することに
なるというように，双方が，見る－見られるの関係
にあった。 
天皇が軍事施設や学校，産業施設を回ることで「軍
事的指導者」や「開花の象徴」「産業や学芸の奨励者」
としての天皇像を演出しようとしたが，人々は天皇
を，将軍に匹敵する「神」のような支配者や，民俗
的な「生き神」，あるいは訴えや苦しみを聞いてくれ
る「仁慈あふれる人間」として受け止めた。 
 
（c）1890（明治 23）年から 1921（大正 10）年 
表 1 に示したように，1890 年に行われた愛知県で
の陸海軍連合大演習と兵庫県での陸軍観兵式への行
幸を契機とする。同年に教育勅語が発布されたのを
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始め，「御真影」への敬礼などの儀式も徐々に取り入
れられた。この時点ではもはや，天皇がよく見えて
いた前段階とは異なり，天皇を大元帥や「神」とし
て観念的に意識させようとする政府の戦略が明確に
なる。つまり，天皇はやがて死すべき生物学的肉体
である「自然的身体」をもちながらも，そのような
肉体を超越した「政治的身体」として認識されるよ
うになる。 
90 年の行幸の主な目的地は，一般の人々の立ち入
れない演習地であり，天皇はそこで，馬上にまたが
り，陸海軍を統率する大元帥として軍事指揮に当た
った。これ以降，陸軍特別大演習の統監をはじめ，
東京府外への軍事的な行幸を行う習慣が確立され，
行幸の中心となった。こうして，東京と演習地の間
を往復するだけとなり，天皇が人々の前で生身の身
体をさらす機会は次第になくなっていった。 
また，交通手段として鉄道が初めて本格的に使わ
れ，沿線には新しい視覚的支配が生まれた。そこで
は，もはや天皇と人々が，互いに見る－見られると
いう関係は成立しない。沿線の各駅では，多数の人々
が強制的に動員されたが，天皇の視線を意識するこ
ともできず，動く御召列車に向かって敬礼できただ
けであった。この段階で政府が確立しようとした，
直接見てはならず近づきがたい天皇，というイメー
ジは，実際には鉄道による行幸が本格化することで
初めて浸透していく。 
原はこれに続く段階として，1921（大正 10）年
に裕仁皇太子がヨーロッパ巡遊から帰り，事実上の
天皇である摂政となったことを契機として，新たな
天皇の視覚的支配の段階を見ている。しかし，本論
では直接扱わないので省略したい。 
 
3）「記憶の場」 
天皇制支配は，民衆の日常生活に非言語的な記号
と，それにまつわる意味，風習，慣行を氾濫させ，
支配権力の中心に天皇を意識させることによっても
また，その支配機構に民衆を組み込んでいこうとし
た。こうした非言語的な記号の氾濫した場としての
民衆世界を，フジタニは「記憶の場」と呼んでいる。
「記憶の場」とは，「天皇を中心とする国家の過去を
想起させる記憶，あるいは時の国家的偉業を記念し，
その将来の可能性を象徴的に表わす記憶を構築する
上で役立つような，物質的な意味の担い手」（フジタ
ニ，1994，16 頁）であるとされる。それは例えば，
国家儀礼の場であり，国家的祝祭日，大建造物，表
象・象徴（国旗・国歌），記念碑，手引書（教科書・
辞書），標語などであり，まさに，「以前から存在す
る考えがふるいにかけられたり，変形させられたり，
新規に組み合わされたり，違った用途に使用された
り，新しい重心を見出したりした」（チェンバレン，
1912，6 頁）ことにより，新たな国家的文化といえ
るものが生み出されていくことになる。 
つまり，フジタニの言う「記憶の場」とは，明治
期以降の近代化の中に現れた，非言語的な記号によ
って天皇や国家を中心とした新しい意味を創出し，
場所やモノに与えることで生まれる意図的な場所で
ある。本論では，こうした天皇や国家を中心とした
新しい意味を創出し，場所やモノに与えるという過
程を議論の中心として扱う。 
 
 
II 京都の近代化 
 
1）京都の衰微 
明治維新，そして 1869（明治 2）年の天皇東幸（事
実上の遷都）によって，京都はその存在意義自体を
問われ，衰退の危機を迎えることになる。では，当
時の京都の状況を実業界はどのように受け止めてい
たのだろうか。 
以下に，1882（明治 15）年の京都商工会議所会
長高木文平が，北垣国道府知事に対して京都復興へ
の取組みを求めた懇願書を紹介したい（『京都市政史 
第 4 巻』，2003，5-7 頁）。 
 
懇願書 
謹んで 惟
おもんみ
るに我京都の地たる山水明媚にして延暦以降
輦轂
れんこく
の地たるここに千有余年，故に名勝遺跡洛の内外に
散在し，勝を数うべからず。また殖産興業もその事に乏
しくなく，各種の製産はすべて四方の模傚
も こう
する所，世俗
の慕尚
ぼしょう
する所となって，人は唯その都雅を見てその精租
堅脆を問わず。その所以は，他でもなくその輦轂の地で
ありその四方風尚に帰属するを以ての故。 
しかしながら，車駕
し ゃが
東幸以来輦轂の余沢，京都の資望は，
遂に式微に属し，今日の衰えに馴れ致し殆ど救薬すべか
らざるが如し。 
…車駕の東するより四方の人士争って東京に輻湊
ふくそう
するこ
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とによって，かつて京都に在った有為有識の士去りて東
京に赴き，また子遺を留めざるに至る故を以て，殖産興
業また自ら進取することが出来ない。 
（一部要約，ルビは筆者） 
 
文中には，「輦轂」という言葉が頻繁に使われてい
るように，京都の「資望」の回復は「車駕の還幸」
にかかっており，京都の近代化が進まないという懸
念も，やはりその原因を車駕の東幸に見ている。こ
こには，明治が 15 年経ってもまだ「輦轂」から抜
け出せない京都の実業界を垣間見られる。 
また，当時の京都の町の様子を見てみると，図 2
の 1883（明治 16）年の市街地図では，図 1（1869
（明治 2）年町組図略）と比較すればわかるように，
御所を中心とした地域（元公家町，有力町人町）に
更地が広がり，廃虚が連なっている。 
当時の京都の状況を回顧した，大沢由也の『芥舟
録』は，「第一，貧弱なものだと思ったのは御所であ
った」，「御苑内も掃除行届かず，矮草生い茂」る有
様で，とくに西南部の九条邸，西北の近江邸跡は「一
の建物も存在せず，立派な昔の庭池泉石が荒るるに
委せ，狐狸の棲家となって居た」とその非常な荒廃
ぶりを記し，産業についても，「此時代の京都はまだ
産業振わぬ時で，機械工業の如き，何に一つ見るべ
き事業はなかった」と記している（梅棹・森谷，1978，
140 頁）。 
このまさに「資望」を担い，経済的，文化的価値
の拠り所であった天皇という存在を失った京都が，
近代化の中で何を重視し，拠り所として「東京遷都」
後から復興していくのか。それは，表 2 に見られる
ように，琵琶湖疎水に代表されるような産業振興や，
町組改正のような都市計画による既存の枠組みの変
革であり，もう一方では皇居や寺社保存に見られる
文化的価値の保存であり，博覧会などによる新たな
価値の発信であった。 
 
2）「京都皇宮保存に関する意見書」 
1883（明治 16）年の岩倉具視による「京都皇宮
保存に関する意見書」は，京都復興のための提案と
して興味深い。14 項目からなる意見書の前文で，岩
倉は，皇居の保存と京都の復興が，皇室儀礼を再興
することで，外からの人々を集め成し遂げられると
している。 
以下，14 項目を記すと，①三大礼執行ノ事，②桓
武帝神霊奉祀ノ事，③伊勢神宮並神武帝遥拝所ノ事，
④賀茂祭旧儀再興ノ事，⑤石清水祭現今ノ男山祭旧
儀再興ノ事，⑥白馬節会再興ノ事，⑦大祓ノ事，⑧
三大節拝賀ノ事，⑨宮闕
きゅうけつ
ノ近傍ニ洋風ノ一館ヲ築造
スル事，⑩宝庫築造ノ事，⑪宮殿並御苑ニ関スル事，
⑫二条城ヲ宮内庁ノ所轄ト為ス事，⑬留守司ヲ置ク
事，⑭社寺分局ヲ置ク事，となっている。 
①は，三大礼，すなわち「即位の礼」「大嘗祭」「立
后」という重要な皇位継承の皇室儀礼を京都で行う
ことを提案している。②以下の項目を見ていくと，
それらは，桓武天皇を中心とした平安京の再興が焦
点となっている事が分かる。つまり，平安の都とい
う面影を儀礼や場所として再興する，別の言い方を
すれば，平安京という過去を新たに創出することに
よって，京都を復興しようとしたのだ。 
では，なぜ京都を復興させなければならなかった
のか。この意見書の最後では，以下のように書かれ
ている。 
 
前条々ハ平安京保存ノ一点ニ止ルカ如シト雖，現今全国
ノ風俗民情日ニ益浮薄軽佻ニ趨リ，五倫ノ道将ニ地ニ墜
ントス。…今ニシテ前皇ノ古典ヲ復シ，忠孝ノ道ヲ申ヘ
ハ新ニ之ヲ耳目ニスル者モ自ラ感悟スル所アリテ其風俗
ヲ維持シ其民情ヲ敦厚ニスルノ一助ト為リ，随テ施政上
ノ便益モ亦少カラサルヘシ。所謂王者ノ道ハ礼以テ之ヲ
ナスモノナレバ断然施行アラン事ヲ望ムト云。 
 
つまり，政治儀礼を以って「王道」を成すという
理解のもと，全国的な民衆の倫理の堕落を，「前皇ノ
古典」という過去の遺産を再興することで，「忠孝ノ
道」という国家，政府に対する愛国心とも言うべき
ものを強化しようとしたと考えられる。または，支
配装置としての政治儀礼の重要性を説き，それを「前
皇ノ古典」に求めたとも言えるだろう。だか，これ
では，なぜ京都かという問いの答えとしては不十分
である。 
フジタニ（1994）は，明治政府の指導者たちが「京
都のもつ皇室の過去の重みを無視できなった」と説
明している。少なくとも，岩倉が意見書を出した
1883（明治 16）年当時，明治政府は「一千年の歴
史をもつ都市の御陵や神社，仏閣，御所といった，
皇室の支配と伝統を視覚的に裏付ける過去の遺物が，
「古都」京都と天皇制の可視化 
 
23 
いかに強力な正当性の根拠となりうるかという点に
理解を示し」ていたのである。つまり，「かつて朝廷
が置かれた都市のうち，ひとり京都のみが生き残っ
ていた」ことが，京都において三大礼という皇室儀
礼を創造することの最大の意義であり，それは新政
府の政治的正当性の強力な根拠となるものとして，
極めて重要となったのである（フジタニ，1994，
58-61 頁）。こうした考えに影響され，「皇室支配」
と「伝統」の保存と再興，もしくは創造が，明治以
降の京都そのものも大きく規定していく 5)。 
 
3）京都博覧会 
京都博覧会は，1871（明治 4）年に始まり，その
後，表 3 に示されるように形を変えながらも毎年開
催された。 
「輦轂の余沢」6)を東京遷都によって失った京都は，
産業の建て直しが急務となる。この京都の近代化と
経済的復興の実現の切り札が博覧会であった。それ
は，日本国内に留まらず，国外からの観客も意識し
たものであり，幅広く京都をアピールする場として
開設された。1873（明治 6）年の第二回京都博覧会
からは京都皇宮を会場としたが，この時の入場者数
は約 40 万人であり，当時の京都の人口が 23，4 万
人だと言われていることを考えると，その数の多さ
が分かる。この，京都皇宮に 40 万人を集めたとい
う事実，そして，その後も御所に多数の民衆を集め
たという事実は，京都における御所という場所を考
える上で興味深い。小林（1998）は，その意義を次
のように説明する。 
 
御所が博覧会場や動物園となり，公家の邸宅が劇場や学
校へと姿を変えた。また，地蔵堂が公衆便所に，石垣の
石が石橋に転用された。旧い意味に拘泥するものは容赦
なく取り壊され，残されたものは，新しい意味によって
読み替えられていった。それらは，形は同じでも，かつ
ての権威を象徴するのではなく，市民の娯楽や教養のた
めに提供されたのである。（1998，106 頁） 
 
確かに，御所が博覧会場となり，仙洞御所が動物
園となり，公家の旧邸が相撲・演劇の場・学校とな
ったことは，旧来のものが否定され，新たな価値，
近代化という価値がそこに生み出され，御所とその
周辺が市民のための場所となったと考えることもで
きる。しかし，単に市民のための場所と言ってしま
っていいのだろうか。御所が公開され，博覧会場と
なり，全国から多数の入場者を集めたということは，
図らずもその権威を逆に象徴することになったので
はないだろうか。御所が博覧会場となることは，旧
来の権威を象徴する場所である御所と，近代化とい
う新しい価値を象徴する博覧会が混合することであ
り，旧来の価値と新たな価値の融合であったといえ
る。御所周辺は，何も市民
・ ・
の
・
ため
・ ・
の場所として生ま
れ変わったのではなく，新たな権威を表象する場と
して再構築されたのではないだろうか。 
それは，例えば，1872（明治 5）年から 1890（明
治 23）年までの行幸に見られたように，天皇が軍事
施設や学校，産業施設を回ることで軍事的指導者や
開花の象徴，産業や学芸の奨励者としての天皇像を
演出し，一方で人々は天皇を，神のような支配者や，
民俗的な生き神，あるいは仁慈あふれる人間として
受け止めるという，多様で矛盾さえするものであっ
たにせよ，御所と博覧会が視覚的に組み合わされ，
場所を創り出したことで，そこには少なくともかつ
ての権威ではない，新しい権威が現れていたと考え
ることができる。それは，何も天皇像そのものでは
なく，御所という場所を媒介とした，「輦轂の余沢」
による近代化という両義的（アンビバレント）なも
のであり，多様な価値観を呑み込む力をもった，新
しい権威であると言えるだろう。 
 
 
III 平安遷都千百年紀念祭と第四回内国勧業博覧
会 
 
1895（明治 28）年は，平安遷都千百年紀念祭と
第四回内国勧業博覧会が開催された年であった（図
3の明治30年代地図には平安神宮と会場所在地が記
されている）。この二つのイベントは，東京遷都以降，
存続の危機の中で，新たな拠り所を求めていた京都
を象徴する出来事であると同時に，1894（明治 27）
年に始まった日清戦争という大きな外的要因を受け
て，京都復興という側面だけでなく，多分に天皇崇
拝，愛国心の涵養という側面も持ちあわせていた。 
 
 
保本 24
1）平安遷都千百年紀念祭 
（a）紀念祭趣意書 
1895（明治 28）年は，平安京に都が移り，桓武
天皇が大極殿で始めて正月の拝賀を受けた 795（延
暦 14）年から千百年目に当たる年で，これを記念し
て「平安遷都千百年紀念祭」が企画された。この祭
典は，1892（明治 25）年 5 月，京都実業協会によ
って京都市会にて建議され，あわせて第四回内国勧
業博覧会を京都で開催することが提案された。同年
7 月には，紀念祭，博覧会，京都・舞鶴間鉄道開設
の実現のために，京都商工会同盟会が京都の有力実
業家によって結成され，この同盟会の中心となった，
内貴甚三郎 7)，浜岡光哲 8)，雨森菊太郎，中村栄助
9)，西村七三郎らは，1892 年 10 月に「平安京建都
千百年紀念祭趣意書」を起草した（若松，1896，1-2
頁）。 
 
平安遷都千百年紀念祭趣意書 
…抑も京都の市府は千有余年の久しきを経たるを以て，
其間実に種々の変遷に関したりき制度文物の沿革，美術
工芸の盛衰，風俗好尚の流移する，或は雍々晧熙の太平
に浴し，又は戦闘争乱の惨况に陥り，治に乱に盛衰禍福
に，皆閲歴せさるなし。…之に加ふるに山河清淑華木静
妍到る所人目を喜はしめさるなく。名山巨刹の藏世界有
数の宝亦実に少しとせす。況や疎水工成りて運輸の利を
増し，道路改修して遊覧の便を開けるをや。天然の美景
と人造の巧工と相須て，益々京都の名声を高め内外人の
来集する者年一年より多きを加ふる勢と為れり。故を以
て吾平安京は唯日本の名勝たるに止まらす，世界萬国中
の名勝地たるに至れり。…茲に京都市民は吾平安京遷都
千百年紀念祭を執行するに附ては謹て，…帝室の尊栄を
増し帝国の光輝を発揚せんとす。 
明治二十五年十月 
 
この趣意書には有力者たちの，当時の京都の産業，
景観，文化に対する認識や，天皇に対する認識さえ
も伺える。そして，こうした認識は，その後何度も
文献や新聞に登場するものと共通し，京都の将来を
形成する基本認識につながっているという点におい
て重要だろう。 
平安遷都千百年紀念祭とは，平安京を造営した桓
武天皇の功績を称え，その御霊を奉るという祭りで
あり，歴史・文化の深さ，景観の美しさという文化
的資源 10)と，疎水に代表される近代化を売り物にし
て，「名勝地」京都を国内外にアピールする一大イベ
ントとして企画された。しかし，その一方で，「帝室
の尊栄を増し帝国の光輝を発揚せん」という，国家
主義的意識，つまりは天皇制支配を強く意識した側
面も持っていた。 
 
（b）紀念祭の成立 
この趣意書を大義名分に，1892（明治 25）年 10
月には，内閣から伊藤総理大臣，井上内務大臣，陸
奥外務大臣，後藤農商務大臣，土方宮内大臣，貴族
から近衛篤麿，東久世通禧，佐野常民 11)，板垣退助
ら，その他西村捨三 12)，北垣国道らの賛同を得て協
賛会を創立し，会長に近衛篤麿，副会長に佐野常民
が就任し，総裁に有栖川宮熾仁
たるひと
親王（のち小松宮彰
仁親王と交替）をむかえ，国家的な事業となった。
1893（明治 26）年 3 月には，紀念祭のセレモニー
会場として，また後世に残るモニュメントとして，
桓武天皇を祀る模造大極殿（平安神宮拝殿）の建造
が建議された。 
こうして 1893（明治 26）年 9 月，岡崎の地 13)に
て平安神宮大極殿地鎮祭が行われ，1894（明治 27）
年 7 月には，平安神宮が官幣大社に列せられ，1895
（明治 28）年 3 月に完成した。 
 
2）第四回内国勧業博覧会 
（a）第四回内国勧業博覧会 
明治政府は殖産興業・富国強兵策の一環として，
海外の万国博覧会へ積極的に出品し，また国内の勧
業博覧会の開催にも力を入れた。そして，第一回内
国勧業博覧会が 1877（明治 10）年に東京上野公園
で開催される。京都府は，1892（明治 25）年，第
四回内国勧業博覧会の京都誘致に成功し，1895（明
治 28）年に平安遷都千百年紀念祭（以下紀念祭）と
第四回内国勧業博覧会（以下博覧会）が同時開催さ
れた。 
 
（b）紀念祭と博覧会の開催 
1895（明治 28）年，日清戦争の勝利と戦後処理
が世間を賑わす中，紀念祭と博覧会は開催された。
博覧会は 4 月 1 日から 7 月 31 日まで行われ，会期
中には広島から京都に大本営が移り天皇が行幸する
など，全国的にも注目され，総入場者が約 113 万 6
千人という盛況を見せた。一方，紀念祭は当初博覧
「古都」京都と天皇制の可視化 
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会期中の 4 月 30 日に明治天皇を迎えて開催される
予定が，天皇の健康状態の悪化で延期され 14)，同年
10 月 22 日 15)から 24 日にかけて紀念祭および紀念
式，10 月 25 日時代行列（時代祭）が執行された。 
図 4 に見られるように，博覧会場となった岡崎一
帯には，工業館，農林館，器械館などや各府県の売
店，飲食店などが作られ，また開催に伴い，京都電
気鉄道会社が開業し，疎水の水力発電による電力を
利用した日本最初の市街電車が，京都駅から岡崎を
結んだ。 
 
 
IV 紀念祭・博覧会と天皇制の表象 
 
この章では，紀念祭地鎮祭が行われた 1893（明治
26）年 9 月と，紀念祭と博覧会が行われた 1895（明
治 28）年の京都日出新聞から，当時の様子と世論を
明らかにすることで，紀念祭と博覧会がどのような
性格を持つものであったのか，また，そこに表象さ
れた天皇制について考えたい。 
 
1）紀念祭地鎮祭 
以下は，1893（明治 26）年 9 月 3 日平安神宮大
極殿地鎮祭当日の「京都日出新聞」の記事である。 
 
地鎮祭を祝して 
…此の模造建築たる…桓武大帝遷都千百年祭の紀念とし，
永く後昆に伝へんと欲するものにて，上は我が皇家に対
し奉り，久しく輦轂に咫尺し，皇恩の深きに浴したるの
辱きを報じ，下は我が子孫の益々我皇陛下に忠し，且つ
は此地の繁昌をして，依然旧の如くならしめ，東西諸国
にかつて其類を見ざる，千有余年の帝都たりし輿土の光
栄を失はざらんとするに在り，…彼の式場の畔，彼の疎
水の辺り去って又た市街十字の街頭を見よ，満都到処に
紅燈を点じ，国旗を翻へし，…種々の趣向を以て往来を
粧飾し，全都を挙げて殆ど花の如くならしめ，或は山車，
或は屋台，或は又た十二燈の類，各自に群をなし，斉衣
を服し，先を争ひて式場に詣り，雀跳燕舞，祝意を表し
て此の盛典に酬ひんとす，…特に夜に入りては，無数の
電燈高く天に明月を懸け，或は煙火或は囃子，或は田舎
豊年の踊り，或は六斎念仏の鼓…四民歓呼の声は，此の
全都に満ちん，…謹んで地鎮祭を祝す 
 
これは，紀念殿を造り今後に残る形で桓武天皇を
祀り，天皇家の皇恩に報い，また天皇に忠誠を誓う
というものであり，「千有余年の帝都たりし輿土
よじょう
の
光栄を失はざらんとする」ための紀念祭と模造大極
殿を祝うと記されている。あくまで大義名分である
が，紀念祭を行う上で一貫して強調されている主張
である。注目したいのは市民の反応である。岡崎の
辺り，疎水の辺り，そして市街の街頭では，市中至
る所に紅燈が点され，国旗が翻り，「種々の趣向を以
て往来を粧飾し，全都を挙げて殆ど花の如く」であ
り，山車（祇園祭の鉾など），屋台，十二
と う じ
燈
まめ
などによ
って華やかに彩られており，写真 1 と図 5 からもそ
の様子が分かる。市民は，大いに祝意を表し，祭典
は大盛況だったと推測される。しかし，「或は煙火
は な び
或
は囃子，或は田舎豊年の踊り，或は六斎念仏の鼓」
という様子からは，その祝意が何にたいするものな
のかは分からない。豊年踊り，六斎念仏を踊る様子
からは，世俗的な祭りの性格が強いことを思わせる。 
地鎮祭においては，祭りの主催者側の大義名分と，
市民にとっての祭りの意味が一致せず，主催者側の
意図，つまり天皇の皇恩への感謝と天皇への忠誠，
そして旧帝都としての光栄の再興という思惑とは違
う所に，市民はいたと考えられる。 
少なくとも，この当時には体制側と市民側とに共
通した天皇制の認識は見られず，あくまで体制側は
「神聖なる」天皇像を演出，創出しようとし，一方
の市民側は世俗的なものとして受け入れ，さらには
「汚す」ことさえあった 16)というように，地鎮祭に
対する認識は各自様々であって，そこに秩序付けら
れた演出や意識統一はなされていない。 
 
2）戦捷祝賀会 
1895（明治 28）年というのは，1894（明治 27）
年から始まった日清戦争の最中であり，それ故に国
威発揚と，国民意識の統合が天皇を中心として強調
された時代であった。（以下からこの章の記事はす
べて 1895 年の「京都日出新聞」による） 
次の記事からは，天皇，そして国への忠誠が，学
校現場に取り入れられ，それが御所を舞台に行われ
たことが分かる。 
 
学校祝捷委員会 
…京都府立市立（尋常小学校を除く）各学校戦勝祝会の
委員にて決定せし処を聞くに…戦勝報の達すると同時に
御苑内建春門前芝生に集合し分列式を挙行し建礼門前に
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て大元帥陛下の萬歳を三呼して左の唱歌を奏し夫より各
学校を巡回し豊国神社より知恩院山門内に至り散会する
ことに決したる…  （1 月 17 日付） 
 
つまり，戦争を背景として教育現場に天皇が入り，
学校教育から天皇崇拝，愛国心の涵養が行われたわ
けであるが，それが御所を起点として列をなし，各
学校を巡回したという点に注目したい。御所が天皇
を象徴する場所であったからこそ，戦捷祝会の集合
場所となったのであり，建
・
礼門前
・ ・ ・
にて
・ ・
「大元帥陛下
の萬歳」を叫ぶことが，天皇に祝意を示す最良の方
法だったということだろう。これは，御所の建礼門
前という場所が，その門の先には誰もいないにも関
わらず，天皇制という支配体制の下で，政治的意味
合いを持っていたということに他ならない。 
別の記事にも，御所のこうした政治的意味合いが
表れており，御苑内建礼門前が式場となり，有志会
の会員 1 万 5 千人余りと，それを観に来た数万人も
の市民が広場を埋め尽くし，君ヶ代を演奏し，「大元
帥陛下萬歳，陸海軍萬歳，帝国萬歳」を叫びながら，
列を成して御所堺町御門から三条，四条と行進した
という（3 月 2 日付）。建礼門前が，やはり天皇を象
徴する場となり，建礼門の中に向かって君ヶ代を演
奏し，萬歳を歓呼することが，天皇への祝意であっ
たことを窺わせる。 
このような政治的意味合いを持っていたと考えら
れる当時の御所であるが，では，新たに明治になっ
て創り出された平安神宮（＝平安京の大極殿）と，
御所とは，どのような関係にあったのだろう。 
 
3）平安神宮と御所 
以下では，平安神宮鎮座式の様子を記した記事か
ら，平安神宮と御所との関係を見てみたい。 
 
平安神宮鎮座式の次第 
来三月三日（実際には 3 月 15 日）平安神宮御神霊鎮座
式に付き…御神霊は来る二十四日東京宮城御出座廣島大
本営へ送り三月一日京都へ御着七条停車場より御馬車に
て紫宸殿に奉安し同三日まで主殿寮出張所に於て守護し
奉り三日午後一時唐櫃に納めて御所御出門左の道筋を平
安神宮へ入らせられ三時より祭典五時に終る予定なり 
三月三日午後一時（3 月 15 日午前 8 時）御所御出門，堺
町御門より堺町通りを三条へ，三条通を東へ，寺町通を
北へ，二条通りを東へ，東冷泉橋を渡り新道を應天門に
入り，龍尾壇，紀念殿を経て神殿に御鎮座 
又当日…協賛会幹事は燕尾服，同委員は燕尾服又はフロ
ツクコート，其他供奉員はフロツクコート，羽織袴又は
祭服，法衣等を着することとし万事静粛を旨として祭典
を挙ぐることに決定せし… 
（2 月 16 日付，カッコ内筆者） 
 
つまり，平安神宮の神霊が東京からわざわざ，天
皇のいる広島の大本営に送られ，京都へ着くと更に
一時御所内の紫宸殿に安置され，その後平安神宮に
移されたのである。その移動の方法は鉄道と馬車で
あり，その移動日時が詳細に掲載され，御所から平
安神宮への道筋（図６）までも丁寧に記している。
道筋を公にするということは，市民の視線を意識し
たものと考えられ，天皇を経由し，御所を経由した
平安神宮の神霊を，馬車の通る道筋に可視化すると
いうことでもある。そして，鎮座式そのものも，燕
尾服やフロツクコートまたは，羽織袴というように，
その服装によって役職ごとに秩序づけられている。 
では，市民の反応は如何なるものであったのか，
新聞記事に記された様子は以下のようなものである。 
 
平安神宮御鎮座 
戦地より新たに捷報の達したるを祝するにも非ず府下十
萬の家々，皆斉しく門外に国旗を翻へし，檐頭に祝燈を
掲げ，欣々然として相祝せるは何が故ぞや，平安神宮の
造営，已に全く竣功を告げ，…目出度く御鎮座の御式を
執行し奉るが故なり。  （3 月 15 日付） 
 
この記事には，国旗を掲げ，祝燈を点し，一様に
市民が鎮座式を祝う様子が記されている。「府下十
萬の家々，皆斉
ひと
しく門外に国旗を翻へし，檐頭
えんどう
に祝
燈を掲げ」ている様子は，地鎮祭のような多様で世
俗的な祭典でなく，国家の下に秩序付けられた儀式
であったということであろう。このような国家の下
の秩序は，15 日付の記事の冒頭で，勝報が比較に挙
がっているように，戦争といった国威発揚，国民統
合が強調される状況においてより市民に徹底され，
浸透し，それは，やはり天皇の名の下での秩序形成
であったろうと考えられる。そして，そこには建礼
門前や平安神宮といった，儀礼を通じて政治的意味
合いを帯びた場所が，構築されつつあると言えるだ
ろう。 
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4）第四回内国勧業博覧会 
1895（明治 28）年 4 月 1 日に開場した博覧会は，
京都独自の産業振興と天皇制の象徴的意味合いが現
れているイベントであると考えられる，と前述した。
図 7・8 からは博覧会場の様子が分かる。では，具
体的にそれが新聞記事としてどのように記されてい
るのだろうか。博覧会の開場を記した記事を紹介し
たい。 
 
博覧会開場 
京都は美術工芸の府，時期亦美術工芸勃興の気運に際す，
其陳列に時期の反影を認め，其会場に土地の特性を帯ぶ
べきは言ふを待たざるなり… 
本日の開場  陛下は尚ほ依然大本営に在せられ，大元帥
の御務を執せらるるの故を以て，晃親王殿下御名代，親
しく盛典を挙げさせらる，誠に本会の光栄とす，殊に他
を顧れば，我軍連戦連勝，彼れ敵国は遂に和を請ひ，使
節来りて馬関に在り，…嘗て西南暴動の日に於けると，
之れを比ぶるも，国家の機関が如何に強大に発達し，如
何に文明に組織せられたるかに思い到らば，誰が嘆賞せ
ざらんや，而して皆是れ我  皇陛下の威徳の致す所豈に
復た盛ならずや偉ならずや，臣民たる者皆謹で今日の大
典を祝し，益々君国の為めに利用厚生，開物成務の事に
怠る可からざるなり。  （4 月 1 日付） 
 
まず注目したいのは，「美術工芸の府」という認識
であり，博覧会場である京都の特性を美術工芸に見
出している。こうした京都の持つ文化的価値と資源
に対する評価と認識は，当時新聞紙上にもしばしば
取り上げられ，どのような京都像を作り上げていく
かという問題は，当時，京都が東京遷都からの復興
を目指す過程で，極めて重要な問い掛けであったこ
とが確認できる。博覧会開場をきっかけに，こうし
た「美術工芸の府」としての京都像が再び提示され
ているのだ。 
ここで最も注目したいのは，やはり日清戦争の戦
果と国家の繁栄という天皇の「威徳」への賛辞と，
忠誠，そして博覧会が天皇の名の下，晃親王を迎え
挙行されるということである。開場の五日後，4 月 6
日付の日出新聞に掲載された「博覧会の沿革及其効
能」と題された記事には，博覧会の目的を「殖産興
業を奨励して国家をして富強の域に進めんとするに
在り」として，博覧会が内外における殖産興業の奨
励と，国家富強の基礎の確立を意図したことが記さ
れ，また今回の博覧会がひとえに「叡聖文武天皇陛
下の聖徳に因るもの」であって，「余下豈に徳て殖産
の途を進め富強の実を挙げ以て聖恩の万一に報ぜざ
るべけんや」と記されている。つまり，天皇の聖徳
と殖産興業と富国強兵の象徴である博覧会が混合さ
れ語られている。 
天皇に因る殖産興業，富国強兵であるという認識
は，明治政府が一貫して演出してきたものであるし，
それは天皇の行幸という形で原（2001）に従えば
1872 年から 1890 年の間に，特に視覚化されたイデ
オロギーであった。博覧会が天皇の名の下，晃親王
を向え式場に座らせることは，まさに天皇制を視覚
化することであり，それが殖産興業と富国強兵とに
結びつけ演出されることは，例えば，「産業，富強の
奨励者」としての天皇像であったりしたであろう。 
 
5）天皇行幸 
天皇行幸は，1895（明治 28）年 4 月 27 日に広島
から京都に大本営が移るという形で実現し，皇后の
行啓は行幸の一日前 4 月 26 日に行われた。そして，
天皇は京都に滞在した約一ヶ月余りの間に博覧会場
などに行幸し，皇后も前後して同じ場所，道筋を行
啓した。 
 
（a）行幸啓の演出 
4 月 19 日付の新聞では，日清戦争の講和を受けた
凱旋としての行幸と，紀念祭・博覧会の開催を意識
し，大いに行幸歓迎の準備をし，「国光を煥発し国誉
を宣揚する」ことを促している。では，行幸啓がど
のように準備され，演出されたのか見ていきたい。 
 
停車場奉迎場所 
…当日は雑沓を避くるため（七条停車場）「プラツトホー
ム」は勿論停車場前は全く通行を止め左の人々の外は今
度烏丸通りに設くるアーチより南へ入らしめることとな
せり 
（図 9 にプラットホームの奉迎位置を図示）  
又アーチより北は左の如き位置に夫々整列することとな
せり 
（図 10 に整列の様子を図示） 
烏丸通松原より北三条迄の東側に下京各尋常小学校生徒
を，堺町通三条より北丸太町迄の西側に上京各尋常小学
校生徒を三条通烏丸より東堺町迄の南側に下京高等小学
校生徒を堺町門内の東側に尋常師範学校女子部，高等女
学校，美術工芸学校，染織学校，盲唖院，同志社女学校
の各生徒を同西側に尋常師範学校付属小学校及び上京高
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等小学校の生徒を整列せしむる筈 
（図 11 に行幸道筋と沿道の奉迎場所を図示） 
（4 月 25 日付，カッコ内筆者） 
 
このように奉迎場所も細かく定められ，天皇を見
る側も視覚的に秩序付けられている。また拝観人の
心得までもが記され，天皇に対し不敬のないように
注意が促されている。その心得とは，以下のようで
あった。 
 
一 物陰より透見し又は階上其他高処に在つて拝観する
は不敬なり 
二 屋内土間に非らざる場処にて拝観する者は着座する
こと 
五 後通輦の際は喫烟又は雑言せず静粛なること 
九 御通輦の際は姿勢を正し敬礼すること 
十一 御道筋は清潔を主とし障害物を除くこと 
十三 御見通しの場処に干物又は見苦しき物品を置かざ
ること  （4 月 25 日付） 
 
静粛に不敬のない様，そして天皇に見苦しいもの
を見せることなく，清潔に迎える事に，注意が払わ
れている。こうして視覚的に秩序付けられた支配が
実践され，神聖で汚すべからざる天皇像が作られて
いく。 
以下の記事は，天皇を迎える凱旋門の様子（図 12）
である。 
 
凱旋門の壮観 
両陛下行幸啓に就て，…其内最も壮観なるは，七条停車
場前烏丸通に設けたる凱旋門なり，其高十四間，幅十二
間，両脚が二間四方，総て盤緑なる杉の青葉を以て蔽ひ，
いろいろの造花を点綴し，頂上に双翼を張り，南面せる
偉大なる瑞鷹を作り，其両方各二ヵ処に各六本の国旗を
立て，其下に東より西まで，月桂樹に代ふるに，ゆづり
葉を以てし，紅白の金巾もて綯ひたる太き縄を十月の〆
飾りの如く懸け，…瑞鷹下に凡八畳敷大の大菊花の金紋
を作り，…  （4 月 26 日付） 
 
凱旋門は，緑に覆われ，花に飾られ，国旗と菊花
紋が掲げられた壮観たるものであった。つまり，天
皇への祝意を表した一大モニュメントであり，それ
が七条停車場前烏丸通りに作られたのは，その場所
がやはり政治的意味合いを持ち彩られたと考えられ
る。天皇行幸の様子は，記事が欠けており窺い知る
事ができない。しかし，4 月 27 日の記事には 26 日
の皇后行啓の様子が記されており，天皇行幸も同様
であったと推測される。 
 
（b）行幸啓と視覚的支配 
4 月 27 日の記事には，皇后を迎えるにあたり，市
中は国旗と祝燈で飾られ，特に行啓の御道筋となっ
た烏丸通り三条通り堺町通りでは，白砂を敷き軒先
に「帝国萬歳」の紅燈が掲げられた様子が記されて
いる。そして，烏丸通りの本願寺付近にも道の両側
に，「帝国万歳」の紅燈を掲げこの一帯が有志奉迎の
場所となって団体ごとに区分された。区分は前述の
図 10 の通り，アーチ（凱旋門）より北へ七条通り
までは左右両側とも奉迎徽章佩帯
はいたい
者であり，七条通
りより北へ下珠数屋町までは東側貴衆両院議員等，
西側は各宗管長宮司等であった。その所属団体，役
職により，視覚的に区別され秩序付けられている。
そして，やはり何より七条停車場前のアーチが壮観
であったことが記されている。つまり，七条停車場
からアーチを超えた行啓通路が見事に可視化され，
政治的な意味を持ち，秩序付けられた場所として創
り出されたと言える。 
御召列車という，新しい視覚的支配の装置で京都
に降り立った皇后は，自らの生身の身体を露わにす
るという旧来からの方法で，沿道の数万人もの人々
の視線を集め，自らも彼等に視線を注いだ。「陛下は
此時玉顔御麗はしく一々奉迎の人々に御会釈あり」
「凱旋門を入らせ玉ひ奉迎万人の最敬礼を受けさせ
られ」（4 月 27 日付）たというのは，そこに双方が
視線を意識していた事を示している。そして，それ
は図 9・10・11 で示したような，奉迎の人々を「臣
民」という被支配者の枠組みに取り込んでいくプロ
セスでもある。 
道筋の様子は，「奉迎の人山を築きたれども極め
て静粛にして少しも雑沓せざりしき」（4月27日付）
というように，不敬のない様，厳粛静粛にという指
導が徹底していた事が分かる。前述した，拝観人の
心得のように，沿道は清潔にされ，人々は姿勢正し
く敬礼していたのだろう（写真 2 は大正大典時の沿
道の人々の様子であるが，同様の光景を推測できる）。
こうした指導の徹底とその実践に，「神聖なる」天皇
像の国民への浸透の程度を窺い知る事ができる。 
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（c）博覧会への行幸 
天皇の博覧会への行幸は 5 月 24 日，皇后の行啓
は 26 日に行われ，図 13 に示されるように，道筋は，
建礼門より堺町通りを三条に，三条通を東へ，粟田
口を北へ博覧会場正門という順路であった。その前
の 23 日には二条離宮へ行幸し（図 13），27 日には
泉山（泉涌寺）へ行幸した。皇后も 24 日に泉山へ
行啓する予定が新聞に報じられ道筋が公表された（5
月 23 日付）。そして，天皇は 5 月 29 日に東京へ還
幸し，皇后は 30 日に還啓した。 
5月24日の博覧会への行幸を新聞では次のように
伝えている。 
 
行幸 
天皇陛下は…昨日午前九時三十分御出門…堺町通りを左
へ三条通りを御順路九時五十分博覧会場へ着御あらせら
る御道筋は鹵簿拝観の士女道の両側に整列し会場正門前
潮干狩噴水の附近には鎮西館及び各府県売店員等何れも
新調の大旗を樹て白菊の徽章を胸に翳ざして奉迎せり斯
くて御馬車は徐々正門より工業館の大通路を北へ美術館
に向はせらるるや小松総裁宮殿下を始め奉り渡邊事務官
長以下事務官，評議員等は御車寄の東側に，九鬼審査総
長以下審査部長，審査官等は西側に奉迎し海軍々楽隊は
館前式場に於て君が代を奏せり…南禅寺に於いては鎮西
協会より九州物産の煙火を打上げ将軍塚上には祝賀会よ
り大国旗を翻へし遥かに御観覧に供へたるよし… 
（5 月 25 日付） 
 
沿道の人々の様子は，道筋の両側に整列している
としか分からない。博覧会場内に入ると，新調の大
旗が立てられ，白菊の徽章を胸に飾った奉迎者が向
え，後は，総裁宮殿下等各役員が出迎えるという，
市民を対象としたものではない様子が窺える。市民
が実感できたのは，沿道を通る天皇を乗せた馬車で
あり，博覧会場内に居るという気配だけである。御
所から博覧会場を目指す天皇，博覧会場内に居るで
あろう天皇とは，市民からすると，どのような存在
であったのだろうか。 
明確なのは，行幸の道筋，午前九時三十分に建礼
門より堺町通りを三条に，三条通を東へ，粟田口を
北へ博覧会場正門という道筋だけであり，それを何
らかの演出と捉えたなら，御所という旧来の権威と
博覧会という新しい殖産興業と富国強兵を象徴する
権威とが，空間的につなぎ組み合わされたのであり，
つまり，産業振興と天皇が組み合わされ，天皇の象
徴的意味合いが演出されたと考えられる。これは，
行幸が産業振興事業と組み合わさる形で行われ，産
業振興を天皇の視覚化が体現しイデオロギー的に支
えた，という考え方に則ったものであり，この行幸
が演出であり，何らかの政治的意味合いのあるもの
だと位置付けたなら，このように捉える事ができる
だろう。行幸や，前述した平安神宮御神霊鎮座式な
ど，儀礼で以って空間的に御所と，平安神宮を結ぶ，
あるいは博覧会場を結ぶ，あるいは他の場所を結ぶ
ということがこの時期頻繁に行われている。 
 
6）紀念祭 
（a）紀念祭の執行 
紀念祭は予定通り 1895（明治 28）年 10 月 22 日
に執行された。 
「天皇の偉業を贍仰し，聖徳を追賛し無窮の皇恩
に対し，感謝の微衷
びちゅう
を表せん為め」（10 月 22 日付）
にこの紀念祭は行われ，この大義名分の下，山階
やましな
晃
あきら
親王の臨御を迎え，皇族大臣らが参列し，全国の臣
民からの協賛を得て「前代未聞の盛事」となった。
小林（1998）は，紀念祭を，「新興の企業家ばかり
ではなく，西陣などの伝統産業の手工業者や官家士
族，東京在住の華族や「東京遷都」にともなって移
住した実業家などが，それぞれの立場から協力でき
るスローガンであった。」（1998，180 頁）と位置付
けているが，10 月 22 日付の記事に見られる「加茂
の水清く，四明の峰秀で，明媚の山水千古旧を改め
ず」という態度は，京都の古社寺保存，文化的価値
の保存という方向性を肯定するものであるし，一方，
「文明月に進み，工芸日に盛んに」という態度は，
京都の新興実業家，行政側が進めてきた，琵琶湖疎
水などに代表される近代化政策を反映し，評価する
ものである。こうした相反する主張を呑み込んで，
紀念祭は，天皇の名の下に集い，神霊（＝桓武天皇）
への忠誠を誓い，今後の加護と繁華を願い，そして
「旧都の名誉光栄をして幾千歳の久しきに至らしめ
給はん」という旧都京都の名誉が永く続くことを願
っている（10 月 22 日付）。 
紀念式場となった平安神宮及び元勧業博覧会場で
は図 14 のように場所が区画され，紀念式は，一部
の招待された人々によって催された。そして，臨幸
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が叶わなかった天皇の代りに山階晃親王が，大極殿
中央の玉座から，参列者一同の最敬礼の中，勅語を
読んだ。 
 
勅語 
茲に京都市民平安奠都千百年紀念式を挙く 
朕之を嘉す  （10 月 23 日付） 
 
参列者が一般市民でなったことは，この式典が市
民の視線を意識したものでなく，紀念祭に単にオー
ソリティーを与えるための儀礼であったということ
だろう。如何に閉じられた式典であったかいうこと
は，「祭典中一般人民の参拝を禁じられたるは遺憾
なりとの投書舞ひ込みぬ此れは無理ならぬ申分也」
（10 月 25 日付 時評）という記事から分かる。それ
故にか，市民の盛り上がりは今一つであったようだ。 
 
（b）市民の反応と時代行列 
市民は，一日目は，「生憎
あいにく
雨天なりしかば市中は余
り賑はず」（10 月 23 日付），二日目は，「神宮近傍は
ナカナカの人手にて其賑ひ大方ならざりき」（10 月
24 日付）という様子であり，やっと最終日の三日目
に「博覧会場近傍は実に人の山を築きたるが如く」
（10 月 25 日付）盛り上がりを見せたと新聞は記し
ている（写真 3 は紀念祭の様子）。 
市中の様子が伝わるのは「三日の大祭も早や済み
たり今日の時代行列景気にしたき者なり市中は初て
一般に賑はしからん」（10 月 25 日付 時評）という
記事であり，写真 4 からも窺えるように，四日目の
時代行列で初めて市中一般が賑わった。時代行列は
10 月 25 日に行われ，図 15 のように，その道筋は，
集合場所となった本能寺及び妙満寺から始まり，二
条通を西へ，烏丸通りを南へ，四条通を東へ，縄手
通りを北へ，三条通を東へ，疎水慶流橋を渡り，博
覧会休憩室にて昼食，それから平安神宮に参拝し，
冷泉橋を渡り二条通を西へ川端を南へ，三条通西へ，
烏丸通を三条へ出て随時散列，というものであり，
今日とは異なり平安神宮が巡行の中心であった。 
 
 
V 京都の復興と再構築 
 
明治期に見られた京都の持つ文化的価値と資源を
保存 17)し，あるいは再興 18)し，創造 19)するという動
きは，東京遷都以降の近代化の中で求められた，新
しい京都像を作り上げる過程でもあった。第 V 章で
は，紀念祭と博覧会が行われた 1985（明治 28）年
の新聞記事を中心にして，当時の京都像を考えたい。 
 
1）紀念祭・博覧会と京都像 
（a）紀念祭地鎮祭と社寺の保存 
 
紀念祭 博覧会記事 
社寺及勝地修繕補助の概則  京都市参事会にては市会の
決議に基き社寺及勝地の修繕補助に関する概則を制定せ
しが近日市会に附議するよし其要領左の如し 
一 本費目を以て補助すべきものは次条に掲ぐる処の標
準に該当するものに限る 
一 桓武帝に御由緒歴然たる最古の建造物にして大破せ
るもの 
一 古来由緒あり其建築著名なるものにして大破せるも
の 
一 市街接近名勝地の最も著名なるものにして目下破損
せるもの 
一 前条の標準に該当するものと雖も檀信徒又は有志者
の勧財を以て之が修繕に堪えるものの如きは補助す
る限りにあらず 
 
この記事は 1893（明治 26）年 9 月 5 日付，ちょ
うど平安神宮大極殿地鎮祭の二日後のものである。
「紀念祭 博覧会記事」という題のもとに記されてい
るように，地鎮祭に影響されて「桓武帝に御由緒歴
然たる最古の建造物にして大破せるもの」が修繕補
助の対象となっていることが特徴であり，地鎮祭を
契機としてこれらの社寺及勝地が修繕，つまりは保
存の対象となり建議に掛けられたと考えられる。ま
た，逆に言うと，これらの有名な社寺や名勝地さえ
も，荒廃し破損して放置されていたと考えられる 20)。
この記事からは 1893（明治 26）年当時の社寺や名
勝地の状況が分かると共に，文化的資源保存の風潮
の高まりが地鎮祭をきっかけとして，具体的な政策
として現れたことが分かる。 
 
（b）1895 年の京都像 
紀念祭・博覧会の年である 1895（明治 28）年 1
月の新聞の連載は，当時の京都の文化的価値に対す
る認識が強く反映されている。 
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将来の日本及京都（一） 
…年々歳々幾千幾万の外人が日本に来り遊ばんには，我
を利すること甚だ大に，…今年の博覧会にさへ，米国人
は今より社を結び友を集めて，漫遊の準備せるもの極め
て多く，戦捷の風評は更らに彼等の好奇心を刺激し，唯
だ是までの如く，山水の明媚，事物の珍奇，風俗の優秀
を以てせず，皆是れ東洋の強大武国てふ新観念を以て来
り遊ばんとする者なるを，…日本は益々彼等外人の為め
に便利を与へ，娯楽を与へ，以て此の楽園此の美術郷の
声誉を大にし，併て国家の利益を占むるの方法を講ずべ
きなり，而して之れを考ふるに，山水なり美術なり，此
の企図の最も其の主脳となすべきは，京畿を以て其の中
心とし，各地の勝地国宝等をして，益々国光を発揮せし
むるに在り，略して言へば，今年の博覧会に於ける連合
府県の計画を，尚ほ幾層も盛大にし壮麗にするに在り… 
      （1895 年 1 月 9 日付） 
 
この記事は，外国人に便利を与え，娯楽を与えて，
日本を「楽園」「美術郷」という観光立国にすること
が，大きな利益をもたらすという立場に立っている。
日清戦争の勝利により，外国人が「東洋の強大武国」
という新観念を以って博覧会に来るであろう，とい
う認識を示してはいるが，その一方で博覧会場とな
る京都と近畿を「楽園」「美術郷」の中心となし，各
地の勝地国宝を「益々国光を発揮せしむる」ものと
して評価している。ここでの京都の位置付けは「富
国強兵・殖産興業」の地ではなく，「山水明媚・美術
郷」の地である。さらにこの連載では，京都を八つ
の勝区に分け，それぞれの区における将来の計画と
希望が述べられている 21)。 
 
将来之日本及京都（三） 
…東山の勝区は主脳と云ふも不可なし，府民は…，紀念
祭挙行の事より，終に大内裏の昔しを今に挽回せんとて，
大極殿建築のことを思ひ立ち，已に其普請も落成して，
夢に蜃気楼を見るが如き心地する此の壮図を成就したる
は，誠に近来の大愉快なり，吾下の将来に於ける希望と
云ふも畢竟此類のことを意味するなり，即ち時機を見て，
又た此の如き事業を企て，京都の奇観を増さんと欲する
なり，…大極殿付近の一帯の地は，特に新局面を開き，
加ふるに疎水運河の文明事物を添へたれば，今後此地の
繁華は，蓋し年々歳々其度を加へ，新白川の京は数年を
出でずして，太美の勝区とならんか，… 
（同年 1 月 16 日付） 
 
八つの勝区の中でも，その中心とされた東山は，
紀念祭挙行によって，平安の昔を今に再興し，大極
殿の完成が，「夢に蜃気楼を見るが如き心地する」景
観を創り出し「誠に近来の大愉快なり」と評価し，
この新しい景観が「将来に於ける希望」であるとさ
え述べている。そして，大極殿付近一帯の岡崎の地
が，紀念祭により新局面を開き，疎水運河の文明事
物を添え，今後益々繁華になり，「新白川の京は数年
を出でずして，太美の勝区とならんか」と評してい
る。当時の実業界が大きな期待を寄せたのが，紀念
祭であり，琵琶湖疎水であり，その周辺の岡崎の一
帯であったことが分かる。また，当時の実業界が「京
都の奇観を増さんと欲するなり」というように，新
しい京都の景観を創ることに積極的であったことも
窺える。 
これらの記事に見られる京都像は「山水明媚・美
術郷」 というものであり，近代化による産業振興を
象徴するような京都像ではない。京都の近代化を象
徴する琵琶湖疎水は，そうした山水明媚な景観に添
えられたもので，例えば「文明の新知識，新技術を
以て更らに偉観を添へ」（同上）というように，近代
化による殖産興業を積極的に強調し，アピールする
ことはしていない。こうした姿勢は博覧会の開催時
にも同様で，前述したように「美術工芸の府」とい
う京都像が再びアピールされている。 
 
2）近代化と古都京都 
博覧会が本来強調してきたものは，富国強兵であ
り，殖産興業のはずであった。しかし，1895（明治
28）年の新聞記事を見ていると，強調されるのは，
古社寺や名勝旧跡に代表される，旧来の価値の保存
であり，博覧会を表象するものは「美術工芸の府」
たる京都である。小林（1998）が指摘するように，
「福沢 22)や外国人入洛者が京都に期待したのは，も
っとも「日本的な」古社寺や風俗，町並みなどであ
り，それを補完する美術品や工芸品であった。それ
に対して，京都側委員か京都博覧会以来目指してき
たのは，三都の一角としての商工業都市京都の復興
であり，近代都市京都の建設であった」（1998，185
頁）のである。 
紀念祭・博覧会が浮き彫りにしたのは，こうした
京都の都市としての在り方をめぐる内外の意見の相
違であり，また文化的資源の保存という未だ解決さ
れない問題であった 23)。 
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最後に 1985（明治 28）年 10 月 30 日付の日出新
聞に記載された日本銀行総裁の京都談を紹介したい。
近代化と旧来の価値の保存に揺れる京都の姿と，当
時の日本の経済界が求めた京都像が分かる。 
 
川田翁の京都談 
京都の繁栄を維持する所以は何なるべきや，云ふまでも
なく旅客の来遊するもの多きに依れり，勿論工業にも依
り，商売にも依らむ，然れども其根本は実に旅客に依れ
り， 
何故に京都には爾く土地繁昌の根本となるまで来遊する
もの多きや，是亦云ふまでもなく山水の明媚なるが為め
なり，古社寺古宝物に富めるが為めなり，即ち是等他に
特絶する所あるが為めなり，若夫れ是等他に異なる所無
んば，恐らく京都に遊ぶ者無からむ， 
…京都は千百年来の帝都なり，其名所旧跡は千百年歴代
の文化を語りて尽くる無きの興味を與ふ而して此事まこ
とに他に特異なる所にして，他の来遊の人を引くの根因
たるなり，即ち京都繁栄の根因たるなり， 
…内外人士の遠きを辞せず京都に麕集するものは，皆な
其古きを見むが為めなり，然るに今若し市中は煉瓦造り
と変り，煤烟空を掩ひて，電気鉄道到る処に敷かれ，名
所旧跡亦た欧風の建物を点綴するに至らば，旅客の失望
如何にぞや，…故に京都にして其妙所を発揮し，之れに
依りて繁栄を増進せむと欲せば，常に文明と風流とは両
立せざるものたるを識認し，…改良の手段彼の俗風を避
くるは勿論，亦一時限りの客寄などを目的とせずして，
常に遠大の方針を取り，此種の方法に依り，天然の風景
に一層の美を加ふるなど尤も肝要ならむ云々， 
 
 
VI むすび 
 
本論では，天皇の可視化とそれに伴う「記憶の場」
という視点を提示し，近代の京都における天皇制の
象徴的意味合いの表出と，京都という都市の復興・
再構築との関わりを考察してきた。その中で，近代
の京都を舞台にした天皇崇拝・国威発揚の場の新た
な創出が，一方では「日本的な」「山水明媚な」文化
的資源を発見
・ ・
し
・
，保存・再興するという側面を伴っ
ていたことが明らかになった。 
ホブズボウム（1992）は，「創り出された伝統」
を次のように定義している。 
 
顕在と潜在とを問わず容認された規則
・ ・
によって統括され
る一連の慣習
・ ・
および，反復
・ ・
によってある特定の行為の価
値や規範を教え込もうとし，必然的に過去
・ ・
から
・ ・
の
・
連続性
・ ・ ・
を暗示する一連の儀礼的
・ ・ ・
ないし象徴的
・ ・ ・
特質。 
（1992，10 頁，傍点筆者） 
 
これを踏まえて，京都における天皇制の表象を考
えると，天皇の「永久不変」さ，国家への「忠誠」
というイデオロギーは，ここまで見てきた様に，博
覧会や紀念祭といった祭典とそれに伴う建造物，天
皇を迎える凱旋門，行幸という行列など，イベント
やモニュメントなどの儀礼や象徴が複合的に形成さ
れ，また形式化されることにより，創り上げられ支
えられてきたのだと言える。近代の京都において御
所は，支配の正当性，過去への連続性を持ち合わせ
た空間として，また紫宸殿は，その建物が天皇の権
威の源であることを示すシンボルとしての役割を背
負わされた。つまり，御所は，京都における天皇制
の「伝統」の最高次の結節点と言える場所として明
治期に再構築されたと考えられる 24)。そして，紀念
祭・博覧会，行幸等を通じて，明治期の京都という
街全体が、天皇制の「伝統」を表象する空間として
再興され，創造されたと言える。 
また，大衆側は，こうした政治的空間に無意識の
内に放り込まれ，無意識の内に天皇の名の下に秩序
付けられた。つまり，大衆の意識が，多様で流動的
であったにせよ，半強制的にこのような政治的空間
の中に存在するという事実が，もう既に秩序づけら
れて存在している事になるのではないだろうか。そ
こでは，例えどんなに無関心を装っても，もはやそ
の空間の構成員の一人であり，空間の秩序に位置付
けられた一個人に過ぎない。おそらく，シンボルや
イベント，モニュメントで視覚的に空間を支配し，
更に支配者自らが視覚化されて存在する空間を創り
出すということは，それくらい強い支配力と秩序を
持ち空間を統合し，人々を強制的に統合する統治行
為であるように思われる。 
こうした天皇を中心とした政治的空間の形成の一
方で， 1880（明治 13）年前後から，京都の実業界
の間では，天皇をうまく使えば地域振興に還元でき
る，という発想が生まれる。例えば，琵琶湖疎水は
1885（明治 18）年に起工され，総工費 125 万円を
かけ 1890（明治 23）年に竣功されたが，このうち
の 30 万円は遷都に際し，皇室からの下賜金を基に
した産業基立金によって賄われている。また，1897
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（明治 30）年の英照皇太后（孝明天皇の皇后）大喪
による下賜金を基にして，慈恵基金規定を設け，社
会事業を行っている。こうした，天皇を地域振興に
還元する，また中央政権との対立を避け，政権の意
向を京都に合うように利用し，京都の発展を図って
いくという動きは，第二次大戦前まで継続して京都
の実業界に見られた 25)。 
近代の京都は「平安」＝桓武天皇から始まる「日
本文化」なるものを体現する空間として，その役割
を背負わされた 26)。それはまた，京都には天皇・公
家社会であった平安時代に遡る「都市の記憶」が存
在したということでもある。明治以降，京都は「平
安」の記憶を活用し，再興することで都市としての
復興と遂げようと図り，一方で明治政府は，天皇と
いう新たな支配権力に正当性を与え，権威を保つ術
として「記憶の場」を創り出し，天皇の「伝統」の
中核として，天皇が居た
・ ・
という過去からの連続性を
暗示する「記憶」を作り上げることを意図した。こ
の二つの要請が見事にリンクし，近代の京都という
都市を作り上げたのではないだろうか。 
つまり，京都は近代化と天皇制支配による要請か
ら，また戦争というナショナリズムの高揚も背景に，
儀礼とイベントの空間となり，天皇制が「伝統」を
求め，京都の実業界も「伝統」を前面に押出し，「古
都」としての役割を担うことで，復興を図った。京
都は自ら天皇制を正当化する「創られた伝統」の場
となることを選んだし，それ以外に方法がなかった
とも言える。 
しかし，「伝統」を，観光資源化という方向性から
強調していることは興味深い。日銀総裁の説くよう
に，山水の明媚と古社寺古宝物があるからこそ，京
都に人が集まり，繁栄するという姿勢は，まさに観光
・ ・
都市
・ ・
京都のあり方を求めている。このような，天皇
制の視覚的支配が「伝統」を伴って表出し，それが
一方では，観光
・ ・
都市
・ ・
京都という都市整備の方向性の
現れであった，という点に京都独自の天皇制の表出
と，近代化・産業振興のあり方を見ることができる
のではないだろうか。 
 
 
注 
 
1）少なくとも，畿内や江戸などの大都市以外の地方におけ
る一般民衆の天皇に対する理解は，厄除けや，厄祓いと
いった俗信的なものであり，実際の支配者は藩主であり，
江戸の将軍（「公方様」）であったといえる。（網野・上野・
宮田，1988，178 頁ほか） 
2）チェンバレン（1912）：『ある新しい宗教の発明（The 
Invention of a New Religion）』。フジタニ（1994，4 頁）
より一部抜粋。 
3）「天皇を権力として眼に見える存在にする」という意味
での権力の視覚化という視点は多木（1988）が取り入れ
ている。また，原（2001）はあくまで天皇や皇太子の個
別の身体の可視性を問題としている。ここではより広い
視点で，権力
・ ・
と
・
して
・ ・
存在
・ ・
する
・ ・
，天皇を意識させる視覚的
・ ・ ・
な
・
モノ
・ ・
（＝物象
・ ・
）までを含めて考えてみたい。 
4）大名の参勤交代や，日光社参という徳川期に成立した「視
覚的支配」様式の復活。 
5）岩倉の提案のうち実現したものは，天皇即位式・大嘗祭
の開催，京都御所・二条離宮（二条城）・桂離宮・修学院
離宮の保存，賀茂祭・石清水祭の復興などであり，「桓武
帝神霊奉祀ノ事」は実現しなかった。岩倉の提案では桓
武天皇を祀る神社を京都御苑内に創建し，毎年大祭を行
うというものであった。 
6）「天皇のお膝元」であることによって生まれる様々なメ
リットを指す言葉であり，天皇を頂点とする公家社会、
有力寺社により裏付けられた価値であり，経済的な価値
であるとともに，文化的な価値。（小林，1998，5 頁） 
7）内貴（1848-1926）は 1898（明治 31）年に京都市初代
の民選市長となる人物であり，京都株式取引所，京都商
工銀行，京都陶器会社，京都織物会社などの発起人や重
役になるなど，市政推進・公共事業の発展に大きく貢献
した実業家である。 
8）浜岡（1853-1936）は明治 15 年京都商工会議所設立に
高木文平らと名を連ね，同 24 年京都商工会議所の初代会
頭に就任するなど，京都実業界に重きをなす。同 18 年に
は「京都日出新聞」を発行する。 
9）中村（1849-1938）は京都電気鉄道，京都電燈会社の重
役となるなど，京都の産業界に貢献した。明治 23 年，衆
議院議員となる。 
10）歴史的建造物，社寺仏閣，文化財，地場産業など。 
11）佐野（1822-1902）は紀念祭の指導的役割を果たす。
1867（慶応 3）年パリの万国博覧会に派遣され，明治に
なると，海軍，赤十字創設に関わり，大蔵卿，農商務大
臣などを歴任する。また，ウィーン万国博覧会や内国勧
業博覧会などの責任者を務める。 
12）西村（1843-1908）は佐野とともに紀念祭の中心人物
である。明治以降，沖縄県令，土木局長，大阪府知事を
歴任し，農商務次官も務める。紀念祭では全国を飛び回
り協力を求め，時代祭を提唱する。 
13）なぜ岡崎に造営されたのか。その用地を決める際には，
京都御苑内，伏見，金閣寺周辺，船岡山，平安神宮大内
裏跡，吉田山などが候補地となったが，北垣国道知事（在
保本 34
任 1881-1892）の鴨東開発論の影響が大きかったとされ
る。鴨東開発論とは，疎水を核とし，疎水用地となった
鴨川東岸一帯を京都市に編入，開発し近代都市を建設す
るという京都最初の都市計画である。（小林，1998，179
頁） 
14）「陛下には兼て今回の祭典に臨御あらせらるる御思召
なりしも昨日廣島御発輦京都へ行幸の御途中より御風気
の趣きにて明後日は臨幸あらせられざる旨其筋より内達
あり」（1895 年 4 月 28 日 京都日出新聞号外，カッコ内
筆者） 
15）794（延暦 13）年桓武天皇が新京（平安京）に入った
日。 
16）地鎮祭の盛り上がりの一方で，市民の中に醜悪な振舞
いをし，祭典を「汚す」者がいる，と紙上で以下のよう
に警告されている。 
踊りに就ての小言 
「…何がな新を競ひ奇を衒ひ，人の喝采哄笑を博せん
と思ふより，…好で陋醜卑陋不潔汚穢を以て得たり顔
なるものあり…乞食の破れ衣を着て石鹸球を売り歩け
るもの，其面を漆黒にし，又は胡粉を塗抹し紅汁を加
え，破れ菰を着，破れ胡座を纏ひ，…など，奇々怪々，
不潔を極めたるは実に見苦しき限りと謂うべし，…是
等の醜態は，容赦なく制して可なり，我下は飽まで此
の祭典の神聖を汚さざらんことを希望するなり」（日
出新聞 1893 年 9 月 5 日付） 
17）1880（明治 13）年の山本復一の「名勝保存会設立の
建言」や，1883（明治 16）年の岩倉具視の「京都皇宮保
存に関する意見書」，1897（明治 30）年 6 月の古社寺保
存法公布などに代表される言説や法令に現れた保存の動
き。 
18）1872（明治 5）年には祇園祭が，「清々講社」という新
たな組織の下で再興され，1884（明治 17）年には，明治
維新によって途絶えていた葵祭りが復活した。葵祭りの
再興は，岩倉具視の遂力が大きかった。 
19）1872（明治 5）年の第一回京都博覧会の時に，槙村正
直府参事が「付博覧」と名付けた余興の一つに，芸妓の
総踊りがあり，それ以後「都をどり」として京都の風俗
として定着した。他にも 1895（明治 28）年の時代祭が
ある。 
20）森谷（1978）は明治維新以降の封建制度の解体の中で，
「上知令による寺院の衰えも著しいものになっていた。
神仏分離令に続く，連続的な打撃によって，まったく逼
塞してしまったのである。」とし，例えば，東山の南禅寺
では，塔頭二十五院のうち，十五院が廃寺となり，洛南
の醍醐寺も多くの末寺が消滅してしまい，領地・境内が
なくなり，経済基盤を失った寺院の姿を記している
（1978，140 頁）。 
21）この連載が誰によるものかは分からないが，日出新聞
の第一面に連載されたことからも，日出新聞発行者であ
る浜岡光哲ら，当時の京都実業界の有力者に支配的な意
見が記されていると思われる。 
22）福沢諭吉は，「（琵琶湖の）疎水工事は，所謂文明流に
走りたるの軽挙」とし，疎水は「百何十万円の大金を費
やして曽て利する所なし」と批判し，むしろ，「京都にし
て名所旧跡を失えば，誰れか京都を観る者あらんや」と，
古社寺の保存を主張しており，京都が，東京，大阪のよ
うに近代化一辺倒の都市となることに反対であった。
（小林，1998，180 頁） 
23）それ故に，紀念祭・博覧会の中心人物となった内貴甚
三郎らが，1895 年から 1896 年にかけて古社寺保存法の
制定運動を進め，1897 年に公布されるという動きが起こ
った。（小林，1998，183 頁） 
24）「…明治十年より同二十一年に到るまで毎年内帑金四
千圓を給し以て旧観を失はざらしめ給へり。明治四十二
年登極令を制定し給ふに当り，即位礼大嘗祭は必ずこの
京都皇居に於て行ふべきことと定められ，京都皇居は永
久国家の重大なる場所として尊重し且つ保護すべき所な
なれり。」（『御所沿革  史料図譜』，1914，5 頁） 
25）1900 年 6 月，初代京都市長内貴甚三郎による道路拡築
構想は，その中に御所につながる烏丸通を行幸道路とし
て拡築することを含めて，事業への下賜金や官有地無償
払下げなどの特権を得，政府からの事業認可を有利に運
ぼうとするものであった。1915 年 11 月即位の大礼（大
正大礼）に関しては，市は二条離宮（二条城）に政府が
新築した大饗の宴会場の払下げを受け，1917 年に市庁舎
を増築し，市公会堂（岡崎公園内）を竣工させた。1924
年には，京都帝室博物館が市に下賜され，1932 年には昭
和天皇の成婚奉祝事業として京都市運動場が西京極に竣
工。1933 年には大礼紀念京都美術館（現，京都市美術館）
が岡崎公園内に開設。1939 年 4 月には，市は「皇紀二千
六百年」を記念して京都市史の編纂を始め，6 月に大京
都振興審議会を創立。10 月には二条離宮の下賜を受け，
翌 40 年 2 月 11 日から「皇紀二千六百年」を記念した一
般公開を行った。（『京都市政史  第 4 巻』，2003，解説 
5-29 頁） 
26）今日につながる美術や文化についての見方が出来上が
るのは，1890 年の東京美術学校での岡倉天心「日本美術
史」講義を通じてであるとされる。時代区分のある，古
代から未来に向かって直線的，均質に流れる近代の時間
認識が生まれる。京都は，10-11 世紀の国風文化を象徴
する場所として位置付けられてゆき，京都という空間が，
ある歴史的時間（国風文化）に特化される。こうして平
安神宮，京都御苑，祭礼や工芸，そして歴史編纂に，幻
想の国風文化，京都イメージを創り出してゆくことにな
る。（京都新聞 2002 年 11 月 14 日付連載「みやこの近代
2」高木博志） 
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年 月   日 訪問場所 目的，備考
1890 3.28‐5.7 愛知，滋賀，京都，兵庫， 陸海軍連合大演習統監，海軍観兵式，
  広島，長崎   海軍兵学校，鎮守府見学など
10.26‐10.29 水戸 近衛小機動演習親閲
1891 3.24 横須賀 新造軍艦命名式臨席
4.29 横浜 横浜日本競馬会臨席
5.12‐5.22 京都，神戸 大津事件勃発に伴う臨時行幸
10.24‐10.26 神奈川県藤沢 近衛秋季演習親閲
1892 7.7 横須賀 新造軍艦命名式臨席
10.21‐10.27 宇都宮 陸軍特別大演習統監
1893 10.20‐10.23 前橋 近衛小機動演習親閲
11.7 横浜 横浜日本競馬会臨席
1894 4.17 横須賀 新造軍艦見学
9.13‐12.31 広島，京都 日清戦争勃発に伴う行幸
1895 1.1‐5.30   同   同
1896 10.20‐10.23 埼玉県幸手 近衛小機動演習親閲
11.25 横須賀 軍艦見学
1897 4.17‐8.23 京都 英照皇太后陵参拝
1898 11.13‐11.21 大阪，神戸 陸軍特別大演習統監
1899 5.9 横浜 横浜日本競馬会臨席
11.15‐11.18 栃木 近衛小機動演習親閲
1900 4.26‐5.3 兵庫県舞子 海軍大演習親閲
5.26 横須賀 軍艦進水式臨席
6.19 千葉県四街道 陸軍野戦砲兵射撃学校見学
11.15‐11.18 茨城県笠間 近衛小機動演習親閲
1901 11.6‐11.12 仙台 陸軍特別大演習統監
1902 11.7-11.19 熊本   同
1903 4.7‐5.11 京都，大阪，兵庫 海軍大演習観艦式および
  内国勧業博覧会開会式臨席
11.2 横須賀 軍艦進水式臨席
11.11‐11.19 兵庫県舞子 陸軍特別大演習統監
表1　1890‐1903年の東京府外への行幸
（原武史『可視化された帝国』，85頁より引用）
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年 月  日 関連事項
1868（明治元）年 9月 天皇東京へ出発（12月還幸，翌年3月再行幸）
11月 第一次町組改正
1869年 1月 第二次町組改正（5月に最初の小学校開業）
9月 皇后の東京出発を前に市民の反対運動盛り上がる
1870年 6月 槙村正直「京都府施政の大綱に関する建言書」
1871年 10月 京都博覧会開催（西本願寺）
11月 岩倉使節団，欧米に出発（1876年9月帰国）
1872（明治5）年 3月 第一回京都博覧会開催（事実上の第二回）
1875年 11月 同志社英学校開校
1877（明治10）年 2月 七条停車場（京都駅）開業
1878年 2月 府知事槙村正直「第二回内国勧業博覧会
御開設場所之儀ニ付上申」
12月 京都第百十一国立銀行開業
1880年 この年 山本復一「名勝保存会設立の建言」
1881年 この年 保勝会発足
1883（明治16）年 1月 岩倉具視「京都皇宮保存に関する意見書」
9月 宮内省京都市庁設置
1885年 6月 琵琶湖疎水事業起工式（1890年4月開通式）
1888年 10月 皇居造営完成
1889（明治22）年 2月 大日本帝国憲法発布
1890年 1月 京都美術協会設立
4月 児島定七『京都策』
1892（明治25）年 5月 京都実業協会「桓武天皇御開都千百年紀念祭挙行
希望に係る建議」
7月 京都商工同盟会組織される
1893年 9月 平安神宮大極殿地鎮祭（1895年3月創建）
1894年 8月 日清戦争はじまる（1895年4月講和）
1895（明治28）年 2月 京都電気鉄道開業
4月 第四回内国勧業博覧会開会（7月31日まで），
大本営設置，天皇行幸
10月 平安遷都千百年紀念祭挙行，時代行列
1897（明治30）年 6月 古社寺保存法公布
表2　近代京都の歩み  
参考資料：『明治維新と京都』
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年 会       場 会期 本会場入場者 備       考
日 名
明治4年 西本願寺 33 11,455
（1871年）
5 西本願寺，建仁寺， 80 39,403 余興に都踊・能楽などの挙行
知恩院
6 京都皇宮（大宮御所， 90 406,457 仙洞御所にて禽獣会開く
仙洞御所） 100
7 〃 100 187,888 同上
8 〃 100 234,346
9 〃 105 241,764
10 〃 100 63,782 島津源蔵，軽気球をあげる
11 〃 100 109,933 鉄道局後援，京神間運賃割引，
桂御所拝観
12 〃 100 111,281 桂御所，修学院御茶屋拝観
13 〃 100 176,938 〃
14 京都御苑 100 188,584 御苑内常設会場新設
15 〃 100 135,723 大宮御所，この年より使用せず
16 〃 100 117,039
17 〃 100 91,515 都踊に電灯使用
18 〃 100 54,946
19 〃 35 京都商工会議所と共催
20 〃 15 48,398
21 〃 30 49,395 不況の極，博覧会休止説あり
22 〃 51 53,696 経費削減のため開閉式など行わず
23 〃 60 63,846 京都府より1,000円の補助金
24 〃 50 59,585 京都市より補助金
25 〃 50 61,576 京都市より1,000円の補助
26 〃 70 78,659
27 〃 60 70,935
28春 〃 115 120,129 岡崎に第四回内国勧業博覧会開く
入場者113万人余り
28秋 〃 37 8,620
29 〃 30 4,413
30 岡崎博覧会館 50 157,183
31 〃 35 54,085
32 〃 50 121,607
33 〃 60 129,973
34 〃 50 127,674
35 〃 50 101,174
36 〃 120 214,576 大阪に第五回内国勧業博開催
37 〃 70 152,493
38 〃 61 184,617 京都市より3,000円補助
38秋 〃 35 68,850
39 〃 61 224,395 京都市より4,000円補助
40 〃 五二会全国品評会開催により中止
41 〃 61 215,685 京都市より2,700円補助
42 〃 61 216,690 京都市より2,000円補助
43 〃 61 175,893 京都市より2,000円補助
44 京都博覧協会 〃 61 265,979 京都市より5,000円補助
創立四十年紀念
45 〃 61 201,549 京都市より3,000円補助ｊ
大正3年 京都市勧業館 61 100,069
（1914年）
4 〃 61 184,026 秋，御大典記念博覧会開催
参考資料：『平安神宮百年史』
全国美術工芸品博覧会
戦捷記念博覧会
全国製産品博覧会
名         称
京都博覧会
第七回全国製産品博覧会
第八回全国製産品博覧会
凱旋記念内国製産品博覧会
第五回全国製産品博覧会
第六回全国製産品博覧会
京都物産陳列大会
第三回全国製産品博覧会
第四回全国製産品博覧会
服装品展覧会
全国意匠工芸博覧会
全国貿易品博覧会
全国製産品博覧会
第二回全国製産品博覧会
日本青年絵画共進会
書画展覧会
創設二十五年紀念博覧会
婦人製品博覧会
京都市美術工芸品展覧会
京都市新古工芸品展覧会
京都市工芸品展覧会
時代品展覧会
新古加工物品蒐集会
新古物品展覧会
京都美術博覧会
京都市工業物産会
第十三回京都博覧会
第十四回京都博覧会
京都色染織物繍纈共進会
新古美術会
第九回京都博覧会
第十回京都博覧会
第十一回京都博覧会
第十二回京都博覧会
第八回京都博覧会
表3　京都博覧協会主催博覧会
第四回京都博覧会
第五回京都博覧会
第六回京都博覧会
第七回京都博覧会
第一回京都博覧会
第二回京都博覧会
第三回京都博覧会
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